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★☆★ 誕生祝い  親睦活動委員会 ☆★☆ 

   

              
                                
 
 
 
 

７月お誕生日の皆さん、おめでとうございます！  

今回は席上で一人一言『好きな言葉』を発表していただきました。 

國井元 会員（S22.9.15） 

「７２才の誕生日を迎えたことが一番の幸せです」 

大野順道会員（S26.9.8） 

「私が今、一番感動していることは、幸いにも現在生きていることです中道に徹する」 

渡辺雅浩 会員（S35.9.21）「若さを失った今、視力の衰えをはじめ、体もいろいろ壊れて参りましたが、 

出来る限り他の方々には迷惑をかけぬよう生きて参りたいと思います。」 

松山敏博会員（S31.9.8）「来年の誕生日までには、全ての会員皆様とお話しできるよう努めたいと思いますので、今後ともよ

ろしくお願いいたします。」  

欠席者のうち今月誕生日：菅野 和江 会員（S46.9.25）「お誕生日お祝いありがとうございます」    

先週土曜日３１日に磐梯熱海のホテル華の湯にて開催されました合同セミナーに安斎常

克青少年奉仕委員長、横山りつ子国際奉仕委員長と３人で出席してまいりました。 

国際奉仕委員会セミナーでは、チェンライＲＣパスト会長の原田 義之様による「輝く瞳

に合いに行こう」と題して基調講演がございました、山岳民族で北タイに住んでおりますア

カ族の経済的貧困から就学機会に恵まれない環境の中「識字率がゼロ」の子供たちへの教育

就学支援、生活面では水はあってもそのまま飲めば健康を害してしまい安全で安心して飲め

るよう浄水設備の支援、言葉を覚えることでアカ族子供寮への図書の支援を行い識字率向上

へ向けた取り組みなど、現地に行き自ら身をもってロータリーの６つの重点分野を実践し支

援活動おこなっている姿に感銘をうけた次第です。 

 アカ族子供就学支援基金の案内を各テーブルにおきましたので確認頂き宜しくお願い致します。合同セミナーでは他に、「社

会奉仕委員会セミナー」昼食をはさんで「青少年交換委員会セミナー」「学友・平和フェローシップ委員会セミナー」「米山記

念奨学会セミナー」がありました。又海外からの留学生でプリ・ピピさんはロータリーホストファミリーの方に日本で生活面

を含めて良くして頂いた事に感極まり涙の発表となりました。もう一人のプン ティカさんは英検１級をとり日本の企業に就

職出来るように頑張り奥様と子供さんと一緒に日本で生活をして行ければとの事でした。当クラブでも引受予定の、メキシコ

から来日する留学生ミゲルさんが来ましたら会員の皆様からの暖かいご支援を宜しくお願い申し上げます。 

９月２日月曜日に佐久間功さんと東京麹町ＲＣにメークアップをして８周年記念例会へ来て頂くお願と挨拶をしてまいりま

した事を報告して会長挨拶と致します。 ありがとうございました。 

 

50 周年記念事業について  野地利雄記念事業委員長（左）、   鈴木恒昭実行委員長 (右)  

                    

     

 

 

 
会員スピーチ  菊地和宏会員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

         ※紙面の都合上スピーチ内容を(相当に)省略しております。全文は事務局まで 

 

 

━ 例 会 予 定  ━ 

・9 月 4 日(水)誕生祝い、米山奨学金授与&米山奨学生ｽﾋﾟｰﾁ、 

友読みどころ 

・9月 11 日(水)東京麹町 RC との姉妹ｸﾗﾌﾞ 8 周年記念例会（夜間例会）

・9月 18 日(水)ｹﾞｽﾄｽﾋﾟｰﾁ、職業奉仕委員会ｾｰ報告 

   ■地区・その他行事 

・9月 14 日(土)地区職業奉仕委員会ｾﾐﾅｰ 

・9 月 21 日(土)ｶﾞﾅﾊﾞｰｴﾚｸﾄﾛ事務所開設披露 

・9 月 28～29 日(土日)日韓親善会議 
 

事務局：〒960-8151 福島県福島市太平寺字過吹 6-2 ｻﾞ･ﾒｲﾌｧｲﾌﾞ 1F2 号室 TEL:024-546-3793 FAX:024-545-7878 

HP：http://www.inaka.ne.jp/f-southrotary  MAIL：f-southrotary2530@inaka.ne.jp 

例会場：クーラクーリアンテ (旧ｻﾝﾊﾟﾚｽ福島) 〒960-8101 福島県福島市上町 4-30 TEL:024-523-3811(代) FAX:024-523-0375 

9 月 11 日(水)の例会プログラム(夜間) 

1.開会点鐘  2.ロータリーソング  

3.四つのテスト唱和  

4.来訪者紹介と会長挨拶   

5.東京麹町ＲＣ会長挨拶 6.臨時クラ

ブ総会 7.スマイリングＢＯＸの報告  

8.幹事報告 9.各委員会報告 

10.閉会点鐘 

 

野地利雄 委員長 

50 周年記念では 50 年間の集大成と

数多くの先輩方々が入会・退会しま

したが、その奉仕の心を引継ぎ 100

周年に至るまで感動の奉仕行動を起

こしていきたいと思います。 

 
鈴木恒昭 実行委員長 

2021 年 2 月 27 日 50 周年記念式典・祝賀会が開催されます。今までに 10 数回委員会を開催し会員皆様より提案があ

り、委員会でしっかり議論をして決定しました。会員の皆様から承認を頂きありがとうございました。 

 

私の職業は柔道整復師といいます。骨折、脱臼、打撲、捻挫などのケガを治すのが

専門です。一般的にケガを扱うのは整形外科だろうと思われる方が多いと思います

が、薬、注射、手術をせず、手で治すのが柔道整復師です。私が免許を取得してこ

の業界に入ったのは昭和 59 年、今から 35 年前です。当時は師匠の家に住み込みで、

書生のごとく丁稚奉公から始まりました。自分に足りなかったのは、診断力です。

骨折、脱臼が治せても、命がなくなっては元も子もありません。 

医療業界に一歩足を踏み込んでいる私にとって診断こそが全ての基本であると思い知らされました。 

私が接骨院を開業したのは昭和 62 年、市内の陣場院から始まり、現在、丸子本院、セントラル院、そして、リハビ

リステーション最幸（デイサービス）と３箇所の施術所と 1 箇所のデイサービスを運営しております。開業当時は少

しでも多くの患者様に貢献したいと意気込んでおりました。しかし、次第に治らない患者様も増えていきました。教

科書的、画一的なことだけでなく、一人一人の患者さんの症状に深く向き合う事、しっかりと原因を突き止めること

が最も大切な事だと、考えさせられました。人間は身体だけでなく心の動きが大きく関わっています。今度は脳と心

の勉強が始まりました。身体を快適な状態に維持するためには、意図的に「嬉しい、楽しい、面白い」というポジテ

ィブな言葉を使うクセを身につけることで、体の免疫力、自律神経、内分泌の働きが相当改善することがわかりまし

た。これからも、まだまだ数多くの難問を抱えることになると思いますが、それを一つ一つ解決していくことが、私

の使命であり、楽しみでもあります。年齢、職業、性格様々な方々と共に奉仕を通して勉強させて頂ける南 RC へ入

会できたこと、そして皆様との出会いに感謝しております。仕事と共にクラブ内の役割もまだまだ至らず、発展途上

の私ですが、今後とも皆様からのご指導を宜しくお願い申し上げます。 


